
   
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農地の荒廃・乱開発を防ぎ、優良農地を維持するために、農地パトロールを実施中！ 

 令和 6年 7月 4日、中井栄夫前副会長が逝去されました。 

中井前副会長は、今期が 3 期目の農業委員の任期中でした。 

また、当市の認定農業者として、市内の複数集落で地域農業

の担い手となり水稲を耕作されていました。 

 昨年には、滋賀県代表の皇室献上米の耕作者として、県産米

新品種「きらみずき」を栽培されました。 

 県稲作経営者会議（大規模稲作経営農家の組織）では会長と

して、国稲作経営者会議の副会長として、熱心に活動しておら

れました。心よりお悔やみ申し上げます。 

令和 6年 8月 19 日、大津市役所において滋賀県 

都市農業委員会連絡協議会の研修会が開催され、 

武村会長が参加し、研鑽を深めました。 

研修会では、スマート農業の拡大に取り組む JA 

レーク滋賀の活動について紹介がありました。 

 特に、ドローンを活用し農薬や肥料の散布を行 

うことの利便性については、従来は重労働である 

農薬等の散布において、作業負担の軽減・作業時 

間の短縮・安全に散布を行うことができる点で、 

今後もドローンの活用は増えていくと見込んでいるとのことでした。 

作業しにくい中山間農地や、以前は人力で行っていたが現在は人手不足などで農薬や肥料の散布を

することが難しい地域でも、ドローンを活用した作業や防除を行うことにより、作物の品質向上を目

指すというもので、本市においても活用が期待される内容でした。 

心よりお悔やみ申し上げます。 

農地法に基づく 

各種許可・受理件数 

（令和 6 年 6 月～8月分） 

 

（令和 6年 3月～5月分） 

 

件数 許可・受理（件） 面積（ａ）

３条
（農地の状態）

所有権移転による移動 3 3 16

転用許可（市街化調整区域）　　① 0 0 0
転用受理（市街化区域）　　　　　② 6 6 22
転用許可（市街化調整区域）　　③ 8 8 138
転用受理（市街化区域）　　　　　④ 4 4 9

１８条 合意解約 1 1 6
18 18 169

農地法内容

４条
（自己転用）

５条
（権利移動を伴う転用）

農地転用計（①+②+③+④）

▲研修会の様子 

中井前副会長 



去年に引き続き、遊休地を利用した「秋ひまわり園」

の開園に向け準備を進められています。 

この事業は、小野自治会「小野の未来のまちづくりを

考える会」が地域の街づくりの一貫として昨年初めてチ

ャレンジされ、去年来園された方々の声を形にする内容

で今年も実施となりました。 

マスコミなどの協力で、市内はもとより近隣市町、遠

くは彦根市、京都市などから約 300人の方々の来園があ

ったそうです。 

今年の 5月には、昨年のひまわりを緑肥としてひまわ

り園米（キヌヒカリ）を植え付け、収穫後、9月上旬に

ひまわりの播種が行われる予定です。 

11月上旬から下旬まで「秋ひまわり園」を開園、秋ひ

まわりとひまわり園米の販売を予定されています。 

（農政広報部会） 

令和 6年 6月 20 日に湖国女性農業・推進委員協議会の総会が開催され、出席しました。 

 総会後には、地域計画の優良事例として長野市農業委員会長である青木保会長より講演をいただき

ました。 

 長野市では、果樹栽培が盛んでありますが全国的に課題となっている高齢化、後継者不足をはじめ、

有害鳥獣被害による損失により平成後期には荒廃した果樹園が 35％発生したこともあり、国の制度を

活用し整備をされました。そして、若者が戻る豊かな郷土作りとして地域計画の作成活動をされてい

ます。 

 研修を聞く中で、理想的で素晴らしい実績と、十年以上地道に困難に立ち向かわれた結果、軌道に乗

ってきたのが最近であることを理解しました。 

栗東とは地域制が少し違うので、栗東で画期 

的なことが出来るわけではないとは思いま 

すが、新規就農・高齢化・後継者不足など 

の問題は共通しているため、まずは「農」 

に興味を持っていただくことからスタート 

できるよう活動する事が出来れば、農業委員 

としてもありがたい話であると同時に、優良 

農地を守っていくということに繋がるよう 

にも感じました。 

（農政広報部会員 青木喜久美）  

 

場所：栗東市シルバー人材センター横の圃場 

お問合せ：小野の未来のまちづくりを考える会 

小山 090-5648-7273 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

湖国女性農業・推進委員協議会総会・研修に参加しました 

←当日の様子 

 

 

 

 

 

 

プチコラム 

ひまわりは緑肥作物としても有効な植物です。景観をよくしてくれるだけでなく、

時期が終わった後にすき込むことで、作物を収穫すると減少していく土壌中の栄養

を、補給・調整してくれる植物なのです！ 

 

 

▲昨年の秋ひまわり園の様子 



令和 6年 6月 24日、26日に今年度第一回目 

と二回目のチャレンジ農業塾が開催されました。 

今年度の入塾生は、二名で両名ともブドウコ 

ースを選択されました。 

 滋賀県でのブドウ栽培量は、全国的に比べて 

かなり少なく、需要に対して供給量が追い付い 

ていない状況となっています。 

開催日の二回目は、大津南部農業農村振興事 

務所の職員を講師として招き、ブドウ栽培の座 

学を行い、その後の現場実習では、本市農地利 

用最適化推進委員であり、チャレンジ農業塾の 

卒業生でもある村田委員の圃場でブドウの摘粒 

作業と袋掛け・カサ掛けを行いました。 

 作業後は、質問や情報交換などを行い、入塾生は熱心に質問をしていました。 

村田委員の「私も（チャレンジ農業塾の）卒業生です。これから一緒に頑張ってブドウを作りま

しょう！」といった言葉が印象的でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ジャンボタニシ（和名：スクミリンゴガイ）の発生が当市でも確認されました。 

ジャンボタニシは、外来種であり、繁殖力が強く田植え直後の柔らかい苗を食べる厄介者です。  

被害を防ぐためにも、以下のポイントに気を付けて防除してみてください。 

 

 

 

 

 

ジャンボタニシにご用心！！ 

―お問い合わせー 

栗東市役所 農林課 農政係 

TEL  077-551-0124 

FAX  077-551-0148 

MAIL  nourin@city.ritto.lg.jp 

令和 6年度 

栗東市チャレンジ農業塾始動 

今年は 

ブドウコース 

▲現場実習の様子 （左手前：入塾生 右側：村田委員） 

①卵塊には神経毒があります。素手では触らず潰して駆除してください。 

②成貝はペットボトルなどを利用したトラップが効果的です。 

③見つけた場合は、捕殺してください。 

（寄生虫の危険があるので、素手では触らないこと！） 

④捕殺後は、埋設や焼却を行ってください。（絶対に放置しないこと！） 

ジャンボタニシの大きさは殻高１～３cm程度で、農薬によ

る駆除を行う際は、最寄りの JAレーク滋賀に相談し、使用方

法等を守り適切に散布してください。 

１人１人の行動で地域に広がることが抑制されます。 

一度広がると田植えの際に大きな被害（食害）が出ます。

みんなで地域の田んぼを守りましょう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 担当者に連絡が、繋がらない場合は、事務局から連絡します。 

☆総会日程☆ 

第 15 回栗東市農業委員会総会・・令和 6年 10月 10日(木) 午前 9時 30分～  場所:市役所庁舎 4階 協議会室 

第 16 回栗東市農業委員会総会・・令和 6年 11月 11日(月) 午前 9時 30分～  場所:市役所庁舎 4階 協議会室 

第 17 回栗東市農業委員会総会・・令和 6年 12月 10日(火) 午後 3時 00分～  場所:市役所庁舎 2階  第１会議室 

 

 

 

 

第２４期栗東市農業委員会   会長 : 武村秀夫      副会長：大角 重治 

編 集 : 栗東市農業委員会農政・広報部会               農政・広報部会長  : 小山邦一   

農政・広報部会員 :  小山邦一 / 服部新次 / 青木喜久美/ 田中喜八郎 

発行日 : 令和 6 年 9 月 10 日(火)  発 行 : 栗東市農業委員会  TEL:077-551-0319  FAX:077-551-0148 

区

域

美之郷・浅柄野・雨丸 農業委員 中島　豊勝 077-558-0444 田村

中村 農業委員 服部　新次 077-558-1086 山口

上向・下向・川南 農業委員 青木　文男 077-558-1262 青木喜

蔵町 農業委員 青木　喜久美 090-8828-5836 青木文

片山・走井・成谷
農地利用

最適化推進委員
田村　耕一 090-2599-5879 中島

山入・辻越
農地利用

最適化推進委員
山口　和浩 090-3465-5101 服部

東坂・井上・観音寺
農地利用

最適化推進委員
竹村　明 090-3947-2270 山口

伊勢落・林 農業委員 武村　秀夫 077-552-3132 村田

小野・手原・大橋 農業委員 小山　邦一 090-5648-7273 大角

六地蔵 農業委員 大角　重治 090-5057-2224 小山

出庭・辻・今土 農業委員 小西　　隆 090-7353-5969 松村

小坂
農地利用

最適化推進委員
村田　和美 070-6500-4879 武村

中・宅屋
農地利用

最適化推進委員
松村　洋子 080-1432-8786 小西

小柿・小柿第１・新屋敷・中沢
・下鈎甲・下鈎乙・下鈎糠田井

農業委員 片岡　郁雄 077-552-1363 林

下戸山・岡・目川 農業委員 田中　喜八郎 090-6556-4978 𠮷川

坊袋・川辺 農業委員 𠮷川　新太郎 077-552-3548 田中

上鈎・安養寺
農地利用

最適化推進委員
林　久 077-552-4557 片岡

小平井・北中小路・十里 農業委員 寺田　忠良 090-1487-7406 杉田

市川原・笠川・霊仙寺
農地利用

最適化推進委員
杉田　健一 080-8940-0589 寺田

綣第１・綣北・綣南
・蜂屋・野尻・苅原

農業委員 後藤　　昇 090-8575-6278 杉田

葉
　
　
　
山

治
　
　
　
田

大
　
　
　
宝

担　当　集　落　名 職 担　　当 連　絡　先 副担当

金
　
　
　
勝

《 第２４期栗東市農業委員会委員 ◆ 第３期栗東市農業委員会農地利用最適化推進委員 》

農地法に基づく申請・届出その他関係書類の

現 地 確 認 担 当 一 覧
農地法に基づく申請や届出等の手続き書類の現地の判断や、農地等に関するご相談は、下記の担当が対
応します。

（担当期間：令和５年７月２０日～令和８年７月１９日）


